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倉吉商工会議所企業景況調査報告書（平成２２年４～６月） 
 

調査対象企業 倉吉市内の商工会議所会員企業 １００社 

 （建設業22 社、製造業20 社、卸売業10 社、小売業22 社、サービス業18 社、その他８社） 

調 査 方 法 各事業所を職員が直接訪問し、聞き取り又は依頼後調査票回収による。 

調 査 時 期 平成２２年７月の約１ヶ月間 

回 収 状 況 ８４社（回収率８４.0％） ※前回（１～３月）８３社（回収率８３.0％） 

調査結果概要 

 

＜今期の状況＞☆業況判断はマイナス幅が拡大したものの、一部業種で改善傾向。 
 前年同期比では、自社の業況判断▲２０．０ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比▲7．７ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、昨期までのＤＩ値改善傾向から

一転し、マイナス幅拡大となった。 

内訳を見ると、各業種とも厳しい業況判断の中、唯一製造業では改善傾向であり、＋６．２ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比＋１１.７

ﾎﾟｲﾝﾄ）とＤＩ値がプラスに転じている。 

売上高の項目についても、建設業、サービス業でそれぞれ▲１７．７ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比▲３７．７ﾎﾟｲﾝﾄ）、▲３８．４ﾎﾟｲﾝﾄ

（前回比▲２１．７ﾎﾟｲﾝﾄ）と大きく後退しているのに対し、製造業では＋１８．７ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比＋２４．３ﾎﾟｲﾝﾄ）と、大

きく改善が見られた。 

その他の事項では、売上単価低下に伴う収益状況の悪化が多くの業種で見られる他、慢性的に資金繰り難と

なっている業種もあり予断を許さない状況にあることが窺える。 

 

＜来期の見通し＞☆深刻な売上単価低下に伴い、全業種とも大きくマイナス幅拡大を予想。 
来期（７～９月）見通しでは、自社の業況判断▲３７．８ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比▲２２．２ﾎﾟｲﾝﾄ）となり、全業種とも大きくマ

イナス幅拡大の予想が出ている。今期、大きくＤＩ値改善が見られた製造業についても▲40.0 ﾎﾟｲﾝﾄ（前回比

▲17.8 ﾎﾟｲﾝﾄ）と非常に慎重な姿勢が見られ、全業種を通して更なる売上単価の低下が予想される深刻な見

通し結果となった。 
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当地域の業況は製造業で改善傾向が出ているものの、依然として厳しい状況下にある結果となった。 

全業種の業況判断で前年同期比の好転から悪化を引いたＤＩ値は、昨期までの改善傾向から一転し、マ

イナス幅拡大となった。来期見通しでもマイナス幅が拡大し、更なる売上単価の低下、収益状況の悪化等が

予想されている。 

前年同期比では、業種別に見ると製造業の売上高、収益状況については回復基調であるものの、その他

の業種では依然として厳しく、資金繰りに窮する業種も見られる。 

また、来期の見通しでも業況判断において大きくマイナス幅拡大が予想され、全業種を通して更なる売上

単価低下と収益状況悪化が進むとの深刻な見通しが出ている。 

 

 



 

質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ Α Ẫи ӕᾡ Β 
  上位に大きな変化は無く、「売上が増えない」が各業種とも上位を占めている。「販売単価、受注単価の低下」

も上位に上がってきており、デフレ進行の中「利益率が上がらない」との回答も目立った。 

 

〔上位項目〕                                                   ώΑ Β Ҳ ᾡ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上が増えない(39) 消費･需要の停滞(34) 利益率が上がらない(33) 

建設業 同業者間による競争の激化(8) 
売上が増えない(7) 

利益率が上がらない(7) 

製造業  消費･需要の停滞(9) 売上が増えない(8) 利益率が上がらない(7) 

卸売業 消費･需要の停滞(7) 
販売単価、受注単価の低下(4) 

売上が増えない(4) 

小売業 販売単価、受注単価の低下(11) 売上が増えない(8) 同業者間による競争の激化(7) 

サービス業 売上が増えない(9) 利益率が上がらない(7) 消費･需要の停滞(5) 

その他業種 
消費･需要の停滞(4) 

利益率が上がらない(4) 
売上が増えない(3) 

 

 

質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆᾬ Α Ẫи ӕᾡ Β 
 相変わらず「売上高増加策」と「利益率向上策」「経費削減策」に傾注するという回答が上位を占めている

が、製造業では「新商品、新製品開発」、小売業では「新分野事業展開」という回答も見られた。 

 

〔上位項目〕                                                    ώΑ Β Ҳ  

分類 １ 位 ２ 位 ３ 位 

全業種 売上高増加策(57) 利益率向上策(36) 経費削減策(25) 

建設業 売上高増加策(15) 利益率向上策(10) 経費削減策(7) 

製造業 売上高増加策(11) 
経費削減策(5) 

新商品、新製品開発(5) 

卸売業 売上高増加策(6) 
経費削減策(4) 

利益率向上策(4) 

小売業 売上高増加策(11) 利益率向上策(8)  新分野事業展開(6) 

サービス業 売上高増加策(9) 利益率向上策(5) 
販売単価上昇策(4) 

市場競争力強化策(4) 

その他の業種 利益率向上策(5) 
経費削減策(4) 

利益率向上策(4) 

 

 

 
 



 

質問４ Ҡұ Α ͞ẳ ⇔ Β 
 

【建設業】 
・民間住宅が特に厳しくなっている。 
 
 
【製造業】 
・市場では商品構成等に独自色を、という方向性が見られる。 
 その点、今まで以上に細やかな対応が商品等に求められている。 
 
 
【卸売業】 
・県外の大手の商社から安い単価で商品が大量に入るようになり、地元企業は苦戦している。 
 規制緩和とは弱者を排除する仕組みだと思う。 
 安売りの競争だけでなく、企業自体が個々の付加価値を考えていかなければ残れないと 

思うが、何も考えが浮かばなくて難しい。 
 
・安定的に経営・資金繰りをしてきた中で、突然の同業者の経営悪化に伴い、当社も当面の 

経営が困難な状況です、 
また、同業者の見積り競争が激化しており、価格の低下、市場の不安定化が進んでいます。 

 
・業界の業況ですが、国内市況は景気悪化から低調、スクラップ輸出の面では中国がインフレ 

抑えの政策の下、数量・価格とも低調である。 
 ６月末に発表された経産省の７～９月期粗鋼需要量は、2,682 万トンと前期を120 万トン（４%） 
 下回るものの高水準の生産が続く見通しである市中スクラップ発生薄が続いているため、需給 

バランスは大きな崩れはないと思われる。価格面では５月、６月で３割の値下がりである。 
 

 
【小売業】 
・３、４月は持ち直したかに見えたが、５月・６月と伸びず苦戦している。 

 鳥取・米子の大型店対抗策として地域密着型の企画営業に力を入れているが、それでも厳しい状況
が続きそうです。 
琴浦町商工会青年部が非常に元気だとのこと。倉吉商工会議所青年部も大いに発奮していただき、
町の活性化につながる新企画をどんどん考えていただきたい。 
青年部の奇抜なアイデアこそが倉吉、中部の発展の起爆剤となるはずです。 

 民間、行政で支援しましょう。 
 
・来店者を増やすための方策検討。 
 将来あるべき街の姿の策定と具現化。 
 

 
【サービス業】 
・地域活性化の為に新産業に取組みたいのだが、地域での消費量は少なく、県外に売るためには 
 資金力が必要。小企業では難しい面をもっている、商品開発、販売ルート、資金力が問題です。 
 

・前年同期比では、４月の伸びに支えられ持ち直したが、依然として低価格指向が強い。 

 
 



 

 
・国、県の政策によって左右されるので分かりにくい。 

 昨年と比べてかなり売上が落ちる可能性があると思う。 
 しかし、地方経済の疲弊等と今後予想される消費税率アップによる消費減少等を考えると、経済政
策として公共事業の予算は増やすべきである、と考えています。 

 
 
【その他】 
・消費税率アップは法人税率ダウンとセットであるべき。 
 企業が潤わない社会に未来はない。 
 
・テナントの売上が減少傾向にあり、回復の見通しが立たない。 
・地域人口の増加、雇用対策等の施策を期待する。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 



 

＜集計結果＞ 
 (    Diffusion Index  

【製造業・非製造業別】      

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -15.0  -23.7  -21.2  -30.6  -7.4  -21.3  

製造業 18.7  -26.7  -25.0  -20.0  6.3  -20.0  

非製造業 -23.4  -23.0  -20.3  -33.4  -10.8  -21.7  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -3.8  -9.3  -6.2  -23.0  2.4  1.4  

製造業 0.0  -6.7  12.5  -40.0  12.5  13.4  

非製造業 -4.8  -10.0  -11.0  -18.6  0.0  -1.7  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

総合 -20.0  -37.8      

製造業 6.2  -40.0      

非製造業 -26.5  -37.3      

       

【業種別】       

  イ．売上高 ロ．売上単価 ハ．資金繰り 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -15.0  -23.7  -21.2  -30.6  -7.4  -21.3  

建設業 -17.7  17.7  -41.2  -17.6  -5.9  0.0  

製造業 18.7  -26.7  -25.0  -20.0  6.3  -20.0  

卸売業 -12.5  -25.0  -37.5  -50.0  -37.5  -50.0  

小売業 -22.2  -38.8  0.0  -27.7  0.0  -22.2  

サービス業 -38.4  -41.7  -23.1  -58.3  -7.7  -33.3  

その他 -25.0  -50.0  0.0  -20.0  -25.0  -16.6  

非製造業 -23.4  -23.0  -20.3  -33.4  -10.8  -21.7  

       

  ニ．借入難度（含手形割引） ホ．収益状況（経常利益） ヘ．雇用人員（過剰・適正・不足） 

  前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 前年同期比 来期の見通し 

総合 -3.8  -9.3  -6.2  -23.0  2.4  1.4  

建設業 0.0  0.0  -23.6  -17.6  -11.7  -17.6  

製造業 0.0  -6.7  12.5  -40.0  12.5  13.4  

卸売業 -25.0  -25.0  -42.8  -25.0  12.5  12.5  

小売業 -11.1  -11.1  27.7  -22.2  5.3  5.6  

サービス業 -15.4  -25.0  -30.8  -25.0  0.0  8.4  

その他 42.9  20.0  -12.5  20.0  0.0  -8.3  

非製造業 -4.8  -10.0  -11.0  -18.6  0.0  -1.7  

       

  ト．自社の業況判断     

  前年同期比 来期の見通し     

全業種 -20.0  -37.8      

建設業 -23.6  -11.7      

製造業 6.2  -40.0      

卸売業 -62.5  -50.0      

小売業 0.0  -33.3      

サービス業 -50.0  -63.6      

その他 -16.7  -27.3      

非製造業 -26.5  -37.3      

  



 

質問２ ⅎ Қҩ҇ӎ ἆ ұ
01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化        14 熟練技術者・技能者の確保難 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化（大    15 外注・下請け単価の上昇 

手以外）                                                16 外注・下請け業者の確保難 

03 既存同業者間による競争の激化                         17 金利負担の増加 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足・老朽化               18 事業資金の借入難 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰                      19 新分野進出等新規事業展開について 

06 在庫(商品･製品等)の過剰                              20 売上が増えない 

07 人件費等の経費の増加                                21 合理化が進まない 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難          22 利益率が上がらない 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等)                        23 原材料不足 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁)                         24 代金回収条件悪化 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応                      25 資金繰困難 

12 過剰労働力                                          26 その他：具体的に（          ） 

13 従業員の不足･確保 
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質問３ Α Β ӄҩ҇ӎΑ҇ҒΒ ἆ  

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等）       08 利益率向上策 

02 販売単価上昇策                   09 在庫調整策 

03 市場競争力強化策                             10 仕入単価圧縮策 

04 適正な生産（販売）設備配置策                           11 人材育成策 

05 適正人員確保策（雇用、整理）                        12 広告宣伝強化策 

06 経費削減策                                  13 新商品、新製品開発 

07 資金繰円滑化策（金融）                           14 新分野事業展開 

                                               15 その他：具体的 

 

 

 

 

                    

        

 

                                             

57

14
22

6 8

25

8

36

10 7
15

3
9 12

1
0

20

40

60

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

15

4 5

0
2

7

2

10

0 1
3 2

0 0 0
0

10

20

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

11

1
4 3 4 3 2

5 4
1

4

0

5

1 0
0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

6

1
2

0 0

4

1

4

1
2

1
0

1 1
0

0

5

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15



 

 

 

 
 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11

4 4

0 0

4
2

8

3
1

4

0
2

6

0
0

5

10

15

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

9

4 4
2

1
3

1

5

2
1

2
0

1
2

0
0

5

10

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

5

0

3

1 1

4

0

4

0
1 1 1

0

2
1

0

2

4

6

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15



 

業況判断ＤＩの推移 
 

＜業種別＞ 

 

 

 

 1 2 3 4 5 6 

  H21 年 1～3 月 H21 年4～6 月 H21 年7～9 月 H21年10～12月 H22 年1～3 月 H22 年4～6 月 

全業種 -53.8  - 45.9  - 51.7  - 48.3  - 12.3  - 20.0  

建設業 -30.0  - 31.6  - 35.0  - 40.0  - 5.0  - 23.6  

製造業 -78.9  - 63.2  - 64.7  - 50.0  - 5.5  6.2  

卸売業 -44.5  - 42.8  - 77.8  - 88.9  - 37.5  - 62.5  

小売業 -57.2  - 31.6  - 45.0  - 35.0  6.7  0.0  

サービス業 -53.4  - 66.6  - 53.3  - 53.4  - 33.3  - 50.0  

その他 -26.7  - 13.3  - 26.6  - 20.0  - 16.7  - 16.7  

 

 

”   

＜業種別＞ 

 

 

 

- 53.8 
- 45.9 

- 51.7 - 48.3 

- 12.3 
- 20.0 

- 30.0 - 31.6 - 35.0 
- 40.0 

- 5.0 

- 23.6 

- 78.9 
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6.2 
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0.0 
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- 20.0 - 16.7 - 16.7 
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12.5 

- 50.0 
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- 46.6 - 46.1 

- 60.0 
- 64.3 

- 27.3 
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- 9.1 
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- 80.0 
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- 20.0 
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20.0 

1 2 3 4 5 6

 

1 2 3 4  5  6  

 H21 年 4～6 月 H21 年7～9 月 H21年10～12月 H22 年 1～3 月 H22 年4～6 月 H22 年7～9 月 

全業種 -37.8  -34.1  -39.1  -44.6  -15.6  -37.8  

建設業 -17.6  -31.6  -30.0  -42.1  0.0  -11.7  

製造業 -33.3  -36.8  -23.6  -50.0  -22.2  -40.0  

卸売業 -25.0  -14.3  -55.6  -55.6  12.5  -50.0  

小売業 -61.1  -38.8  -33.3  -35.3  -35.8  -33.3  

サービス業 -46.6  -46.1  -60.0  -64.3  -27.3  -63.6  

その他 -13.3  -7.7  -26.6  0.0  -9.1  -27.3  



 

○秘                      倉吉商工会議所企業景況調査票 
（平成22 年 4 月～6 月期）） 

調査元：倉吉商工会議所（TEL22-2191/ＦＡＸ２２－２１９３） 

事業所名  ご担当者名  記入日 ．  ． 

業種（必須）  従業員数  ＴＥＬ  

※ＦＡＸ等でご回答の場合は、①事業所名②ご担当者名③ＴＥＬの記載については空白のままでも結構です。 

 
＜質問１＞ 前年同期と比較した今期の状況と、今期と比較した来期の見通しについてお尋ねします。該当する番号に○印をお付けください。 

項       目 
今期（22 年４月～６月）の状況 来期（22 年７月～９月）の見通し 

前年同期（21 年４月～６月）と比べて ②今期と比べた来期の見通し 

イ. 売上高(完成工事高･請負工事高等) 1.増加  2.やや増加 3.不変 4.やや減少  5.減少 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ロ. 売上単価(商品･加工･受注単価等) 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 1.上昇  2.やや上昇 3.不変 4.やや低下  5.低下 

ハ. 資金繰り 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ニ. 借入難度(含手形割引) 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 1.容易  2.やや容易 3.不変 4.やや困難  5.困難 

ホ. 収益状況(経常利益) 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

ヘ．雇用人員（人手） 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 1.過剰  2.やや過剰 3.適正 4.やや不足  5.不足 

ト. 貴社の業況判断 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 1.好転  2.やや好転 3.不変 4.やや悪化  5.悪化 

 

 ＜質問 2＞ 今期直面している経営上の問題点について、重要度の高い順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 大手（大企業・大型店等）の進出による競争の激化 

02 同業者の進出･新規参入業者の増加による競争の激化

（大手以外） 

03 既存同業者間による競争の激化 

04 店舗･工場（生産設備）・倉庫の不足･老朽化 

05 店舗･工場（生産設備）・倉庫の過剰 

06 在庫(商品･製品等)の過剰 

07 人件費等経費の増加 

08 販売単価(商品･製品等)､受注単価の低下･上昇難 

09 仕入価格の上昇(商品･原材料等) 

10 消費･需要の停滞(民間・官公庁) 

11 消費者(製品)ニｰズの変化への対応 

12 過剰労働力 

13 従業員の不足･確保難 

 

14 熟練技術者・技能者の確保難 

15 外注・下請け単価の上昇 

16 外注・下請け業者の確保難 

17 金利負担の増加 

18 事業資金の借入難 

19 新分野進出等新規事業展開について 

20 売上が増えない 

21 合理化が進まない 

22 利益率が上がらない 

23 原材料不足 

24 代金回収条件悪化 

25 資金繰困難 

26 その他：具体的に   

(                   ) 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

 

＜質問 3＞ 貴社が現在（今後）進めている（いく）経営改善対策について、重要なものから順に該当する番号を回答欄へご記入ください。 

01 売上高増加策（販売高、製品出荷高、完成工事高等） 

02 販売単価上昇策 

03 市場競争力強化策 

04 適正な生産（販売）設備配置策 

05 適正人員確保策（雇用、整理） 

06 経費削減策 

07 資金繰円滑化策（金融） 

08 利益率向上策 

09 在庫調整策 

10 仕入単価圧縮策 

11 人材育成策 

12 広告宣伝強化策 

13 新商品、新製品開発 

14 新分野事業展開 

15 その他：具体的に 

（            ） 

 回答欄 

１

位 

 

２

位 

 

３

位 

 

 

 

＜質問 4＞ その他（貴社又は業界の景気動向並びに財政・金融政策等に対する要望、その他ご意見） 

     

 

 

 

 

 

             

    

   

ご協力ありがとうございました。 

回答欄      

    

 


